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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

回 担当教員

1 塚本　裕一

2 塚本　裕一

3 塚本　裕一

4 塚本　裕一

5 塚本　裕一

6 庄司　満

薬品合成２

テキスト

必修 薬科学科 ４年次　前期 1.5 単位

庄司　満（教授）　塚本　裕一（教授）

授業形式

A 講義型

評価方法

定期試験（60%）、レポートなど（40%）により総合的に判断する。

内容

プログラム学習　有機合成化学　S・ウォーレン　著　野村裕次郎、友田修司　訳　（講談社）

参考文献

ベーシック薬学教科書シリーズ５　有機化学　夏苅英昭、高橋秀依　編（化学同人）

オフィスアワー（授業相談）

講義前日午後及び講義当日14時から17時まで（質問を整理してから来ること）。庄司（天然有機化学研究室 ： D31）、塚

本（創薬化学研究室 : D31）

学生へのメッセージ

薬品合成２では、薬品合成１に引き続き、有機化合物の合成方法について学びます。これまでに学んだ有機化学の基

礎をしっかり復習してから講義に臨んでください。

授業概要（教育目的・GIO）

講義と演習を通じて代表的な有機化合物の合成方法を学ぶ。薬品合成２では特に、医薬品等の生物活性化合物に多

用される環状構造の構築方法を学ぶ。また、有機化合物の合成計画立案法の学習を通じて、有機化学の応用である有

機合成への理解を深める。

学習目標（到達目標・SBOs）

医薬品製造に用いられる試薬、溶媒、反応装置が持つべき条件を列挙できる。

代表的な小員環化合物の合成方法を列挙し、その反応機構と応用例について説明できる。

代表的なヘテロ環化合物の合成方法を列挙し、その反応機構と応用例について説明できる。

課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。

代表的な官能基選択的反応を列挙し、その反応機構と応用例について説明できる。

官能基ごとに代表的な保護基を列挙し、その応用例を説明できる。

合成計画を立てる上で必要となる事柄について説明できる。

合成経路の立案に必要な代表的な有機化学反応の反応機構と応用例について説明できる。

代表的な官能基変換反応の反応機構と応用例について説明できる。

代表的な官能基付加反応の反応機構と応用例について説明できる。

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

周辺環状反応 Diels-Alder 反応など 6, 7

ヘテロ原子と複素環式化合物１ ヘテロ原子、エーテルおよびアミン 6, 7

ヘテロ原子と複素環式化合物１ 複素環式化合物 6, 7

ヘテロ原子と複素環式化合物３ 複素環式化合物、アミノ酸 6, 7

周辺環状反応及び複素環式化合物 演習 1, 3, 6, 7

小員環の特別な合成法１ ３員環 5, 7
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４年次

7 庄司　満

8 庄司　満

9 庄司　満

10 庄司　満

11 庄司　満

12 庄司　満

13 庄司　満

14 庄司　満

15 庄司　満

関連授業科目

1. 有機化学１　　　　　2. 有機化学２　　　 　3. 有機化学３　　　　4. 薬品合成１　 　 　5. 天然物化学                 

小員環の特別な合成法２ ４員環 5, 7

小員環の特別な合成法３ ３・４員環のまとめ 5, 7

小員環の特別な合成法４ 演習 1, 3, 5, 7

作戦計画１ 合成経路 3, 7, 10

作戦計画２ 作戦計画の設定１ 4, 10

作戦計画３ 作戦計画の設定２ 2〜4, 10

作戦計画４ 官能基変換 2, 8

作戦計画５ 官能基の付加 2, 9

作戦計画６ 演習 1〜3, 7〜10
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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

回 担当教員

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。

医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。

医療用医薬品で日本市場および世界市場での売上高上位の医薬品を列挙できる。

希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性について説明できる。

新規医薬品開発に関して概説できる。

医薬品の創製における知的財産権について概説できる。

組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

組換え体医薬品の安全性について概説できる。

市販後調査の制度とその意義について説明できる。

医薬品開発における国際的ハーモナイゼーション（ICH）について概説できる。

GLP（Good Laboratory Practice）、GMP (Good Manufacturing Practice)、GCP (Good Clinical Practice)、GPMSP

(Good Post-Marketing Surveillance Practice）の概略と意義について説明できる。

授業概要（教育目的・GIO）

天然物抽出物、新規合成化学物のほかに遺伝子組換え技術によるバイオ医薬品が新規医薬品として創成されている。

新規医薬品の開発各過程に関する基本的知識を得ることは、薬剤師の医療現場での医薬品の適正使用やリスクマ

ネージメントに役立つだけではなく、製薬企業社員や治験コーディネーターなどの職種にも必須なことである。本教科で

は、医薬品の開発段階で実施される非臨床試験、臨床試験、さらに市販後調査などについて詳細に解説する。これによ

り医薬品開発における薬剤師と医師や医療スタッフ間の連携の必要性も認識させる。

学習目標（到達目標・SBOs）

非臨床試験の目的と実施概要を説明できる。

臨床試験の目的と実施概要を説明できる。

授業形式

A講義型

評価方法

課題レポート（30%）、定期試験（60%）、授業学習状況（10%）により総合的に評価する。

テキスト

桒原　隆（教授）

必修 薬科学科 ４年次　前期 1.5 単位

内容

配布プリント

参考文献

医薬品開発論、柴崎正勝監修、廣川書店、バイオ医薬品と再生医療、乾賢一監修、中山書店、薬学倫理、医薬品開

発、臨床、医療統計学、乾賢一監修、中山書店

オフィスアワー（授業相談）

講義日の16:45-18:15（バイオ医薬品評価学、DB31）

学生へのメッセージ

医薬品市場の現状、医薬品開発に必要な各過程およびそれを取り巻く規範、環境について理解してください。

医薬品開発概論　※
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４年次

1 桒原　隆

2 桒原　隆

3 桒原　隆

4 桒原　隆

5 桒原　隆

6 桒原　隆

7 桒原　隆

8 桒原　隆

9 桒原　隆

10 桒原　隆

11 桒原　隆

12 桒原　隆

13 桒原　隆

14 桒原　隆

15 桒原　隆

関連授業科目

新規医薬品開発（５） 発表会を実施する 1, 4, 5, 6, 13

まとめ 1〜13

新規医薬品開発（３）

開発計画書について小グループで話し合

う

1, 4, 5, 6, 13

新規医薬品開発（４） 1, 4, 5, 6, 13

医薬品開発計画書を作成する（３）

新規医薬品開発（１） 医薬品開発計画書を作成する（１） 1, 4, 5, 6, 13

新規医薬品開発（２） 医薬品開発計画書を作成する（２） 1, 4, 5, 6, 13

バイオ医薬品と先端医療（１）

組換え医薬品や分子標的薬および遺伝

子治療、iPS細胞の利用などの先端医療

について学ぶ。

11, 12, 13

バイオ医薬品と先端医療（２） 抗体医薬品の開発実例について学ぶ。 1, 3, 11

臨床試験

臨床試験実施の指針（GCP）、治験薬概

要書、プロトコール、同意説明文書、症

例報告書について学ぶ。

5

医薬品の承認プロセス

医薬品の承認審査、PMDA、信頼性調

査、適合性調査、市販後調査などについ

て学ぶ。

6, 7

医薬品開発を取り巻く環境

治験のインフラストラクチャー（CRO、

SMO、治験コーディネーター、モニター）

などについて学ぶ。

10

非臨床試験
非臨床試験の目的、実施基準（GLP、信

頼性基準）について学ぶ。
4

医薬品市場の現状

日本および世界での売上高上位の医療

用医薬品、ブロックバスター、オーファン

ドラッグなどについて学ぶ。

2, 3

医薬品開発に関する規範

規範全般（GLP,GCP,GMP,GPMSPなど）お

よびグローバルな医薬品開発における規

制（ICH、国際共同試験、ブリッジング、大

規模臨床試験）などについて学ぶ。

8, 9

医薬品開発の流れ

医薬品開発の歴史と開発過程の全体

像、臨床試験における倫理、主な薬害に

ついて学ぶ。

1

1. 薬学企業概論　　　　　2. 臨床解析学　　　　　3. 毒性学　　　　　4. 薬物動態学　　　　　5. 薬理学１       
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1.5 単位

番号

1

2

3

4

5

6

7

回 担当教員 学習目標番号

1 鈴木保博 1, 7

2 鈴木保博 1, 7

3 鈴木保博 3, 6

4 鈴木保博 3, 6

5 鈴木保博 3

6 鈴木保博 3

化粧品と医薬品との違いは何か

化粧品と皮膚の生理学、生化学

授業計画表

皮膚の構造と機能

香粧品の科学（２） 化粧品と皮膚の生理学、生化学

皮膚科学（１）

肌にとって良いこと、悪いことを例を挙げて説明できる。

香粧品の構成要素（成分や剤型）について、物理化学的に説明できる。

皮膚の生理学について説明できる。

内容項目

香粧品とは何か

香粧品の科学（１）

皮膚科学（２）

香粧品概論 イントロダクションと講義内容

薬科学科

香粧品科学　※

４年次　後期必修

授業形式

　

オフィスアワー（授業相談）

参考文献

香粧品（化粧品）について、医薬品との違いも含めて説明できる。

A 講義型

皮膚老化の兆候（シワ、シミ、タルミ、白髪、脱毛など）について概説できる。

毎講義時に配布のプリント

皮膚の生物学

授業概要（教育目的・GIO）

薬の科学を学習する中で、より身近な化粧品や皮膚についての知識がある程度は必要である。本講義で

は、雑学ともいえる香粧品科学を、他の講義科目の内容と関連させて、物理学・化学・生物学・薬理学・製

剤学・法規などの分類に合わせて、薬ではなく、化粧品等について概説する。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

香粧品（化粧品）についての薬事規制や表示等を概説できる。

鈴木　保博（講師）

評価方法

定期テスト（70%）や小テスト(次回までの宿題を含む)、課題レポート（30%）などにより総合的に評価する。

テキスト

薬学教育センター（E14）  月～金　10:00～18:00

学生へのメッセージ

身近である化粧品やトイレタリー製品に関心があることと思います。雑学としての香粧品の知識はある程度

必要ですし、皮膚科学とも関連があります。科学的なものの考え方を身に付けるきっかけにもしてください。

香粧品について、体のしくみと合わせて生理学的、生化学的に説明できる。



－ 260 －

４年次

7 鈴木保博 3

8 鈴木保博 5

9 鈴木保博 5

10 鈴木保博 2

11 鈴木保博 4

12 鈴木保博 2

13 鈴木保博 3

14 鈴木保博 4, 6

15 鈴木保博 7

関連授業科目

1. 機能形態学　     2. 生化学　　   3. 機能性物質学　   　4. 薬学企業概論       

まとめ 規制と表示、広告宣伝

英文購読

これからの化粧品

化粧とこころ・からだについて

機能性化粧品

成分と剤型

どのようにして作るのか

老徴（シミ、シワ、タルミ、白髪、脱毛

など）

皮膚科学（３） 皮膚に関する英文購読

美白、抗シワ、育毛、日焼け止め、な

ど

香粧品の成分

剤型

病態アンチエイジング

安全性と安定性

アンチエイジング商品

製品の品質
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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

回 担当教員

1
川嶋剛・吉門

崇・鹿本泰生

必修 薬科学科 ４年次　前期 1.5 単位

千葉　康司（教授）　山田　博章（教授）　桒原　隆（教授）　佐藤　康夫（教授）　川嶋　剛（教授）　渡邉
泰雄（特任教授）　速水　耕介（准教授）　鹿本　泰生（講師）　吉門　崇（講師）　川口　愛沙美（外部講
師）　佐鳥　彩香（外部講師）　歌田　直人（外部講師）　大西　正敏（外部講師）　松下　友紀（外部講
師）　赤瀬　朋秀（外部講師）　伊福　欧二（外部講師）

本学教員への質問は講義時間中および講義終了後に受け付けます。学外講師については、千葉（臨床薬理学研究室）

または速水（食化学研究室）にお問い合わせください。

CRO企業での医薬品開発外部支援業務について説明できる。

健康食品、食品の企業の多様性と業務について説明できる。

薬学を取り巻く経済活動について概説できる。

情報解析分野の業務の多様性と創薬での重要性について説明できる。

行政での薬に関連する仕事を説明できる。

企業におけるプロジェクトマネージメントについて説明できる。

MRの業務と果たす役割について説明できる。

研究所での仕事について説明できる

化粧品美容関連の仕事について説明できる

薬学企業概論　※

参考文献

オフィスアワー（授業相談）

テキスト

授業形式

A 講義型　E 課題研究型

評価方法

レポート

学生へのメッセージ

多方面にわたる薬科学科卒業後の進路について理解を深め、自分自身の進路について考えてください。

授業概要（教育目的・GIO）

薬科学科卒業後の進路の一つのカテゴリーである企業、及び行政、薬学経済について学び、薬学を学んだ後での幅広

い活躍の場について現状を学ぶ。第一線でご活躍の方々にご講義いただく。

5日間の集中講義で授業は行い、3人の講師ごとにSGDを行う。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

抗体医薬品の開発、申請業務について説明できる。

登録販売者の業務・薬局運営について説明できる。

SMO企業での業務について説明できる。

新規物質合成分野の創薬での重要性について説明できる。

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

探索・臨床分野 研究所の使命・目的と業務 1
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４年次

2 伊福 欧二

3 川口愛沙美

4 桒原隆

5 佐鳥 彩香

6 歌田直人

7 山田博章

8 大西正敏

9 松下友紀

10 佐藤康夫

11 速水耕介

12 渡邉泰雄

13 赤瀬朋秀

14 赤瀬朋秀

15 千葉康司

関連授業科目

1. 卒業研究               

化粧品分野 化粧品分野での研究開発業務 2

CRO分野 医薬品開発外部支援産業の世界 3

SMO分野 SMO企業を取り巻く環境と業務 6

行政分野 行政での薬に関連する仕事 7

医薬品研究開発分野 企業における医薬品開発体制 4

薬局業務 登録販売者の業務・薬局運営 5

合成分野 化学合成関連分野の企業の業務 13

食品分野 食品関連分野の企業の業務2 10

開発（研究〜臨床）・申請そして販売

まで
プロジェクト推進マネージメントの世界 8

MR分野 薬の市販後の世界 9

薬学経済 薬学を取り巻く経済活動について 11

情報解析分野 薬物動態・有効性・安全性のモデル解析 12

食品分野 食品関連分野の企業の業務3 10

薬学経済 薬学を取り巻く経済活動について 10
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４年次



４年次
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４年次

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 心毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

発がん性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

生殖発生毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

肝毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

遺伝毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

変異原性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

毒性評価に関わる指標や基準策定の基本

毒性物質の体内分布に関わる要因、分布の特徴、解析方法

毒性物質の排泄機構

毒性物質の体内動態における影響因子

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代表的な医薬品の副作用についての理解

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代表的な食品・飼料汚染物質についての理解

腎毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

呼吸器毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

毒性物質の種々の曝露、吸収経路とその特徴

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代表的な環境汚染物質、農薬、残留性汚染物質についての理解

毒性物質の体内動態における酵素誘導・阻害

毒性物質の体内動態における遺伝要因、個体差

毒性試験と一般薬理試験の概要

毒性学　※

授業形式

A 講義型

必修 薬科学科 ４年次　後期 1.5 単位

曽根　秀子（教授）

評価方法

課題レポート（15%）、定期テスト（70%）、授業学習状況（15%）により総合的に評価する。

テキスト

毒性学の基本概念、用量-反応関係

トキシコキネティクスとトキシコダイナミクスの概念

学生へのメッセージ

薬理作用と毒性は、化学物質がもつ両刃のや刃です。化学物質の二面性を意識しながら、毒性学の授業では、知識とと

もに課題設定の仕方、情報収集選択能力、論理的な思考法を学ぶことができます。

授業概要（教育目的・GIO）

人々の健康維持に貢献できるようになるために、医薬品、食品成分、環境化学物質などの化学物質の毒性に関する基本

事項と、有害作用の回避や適正な使用が可能となる考え方を習得する。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

毒性の科学（東京大学出版会）

参考文献

衛生薬学　（日本薬学会編スタンダード薬学シリーズII　東京化学同人）、トキシコロジー第３版（朝倉書店)

オフィスアワー（授業相談）

講義日終了後、場所：授業実施教室もしくは、漢方薬物学研究室
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22

23

24

25

26

27

28

29

30

回 担当教員

1 曽根　秀子

2 曽根　秀子

3 曽根　秀子

4 曽根　秀子

5 曽根　秀子

6 曽根　秀子

7 曽根　秀子

8 曽根　秀子

9 曽根　秀子

10 曽根　秀子

11 曽根　秀子

12 曽根　秀子

13 曽根　秀子

器官毒性２　（呼吸器毒性・循環器毒

性）

呼吸器毒性及び循環器毒性を発現する物

質の種類や発現機序について理解してい

ること。

20 , 21, 22

器官毒性３　（神経・免疫・内分泌毒

性）

神経及び免疫毒性や内分泌かく乱作用を

発現する物質の種類や発現機序について

理解していること。

23, 24, 25

機能毒性２(生殖発生毒性)
生殖発生毒性を発現する物質の種類や発

現機序について理解していること。
17

器官毒性１（肝毒性・腎毒性）
肝毒性及び腎毒性を発現する物質の種類

や発現機序について理解していること。
18, 19

毒性試験・一般薬理試験とリスク評

価

毒性試験と一般薬理試験の実施方法や適

用、毒性評価に関わる指標や基準策定の

基本について理解していること。

11

機能毒性１(遺伝毒性、変異原性、発

がん性)

遺伝毒性、変異原性、発がん性を発現す

る物質の種類や発現機序について理解し

ていること。

14, 15, 16

12, 13

毒性物質と毒性発現メカニズム２（食

品・飼料汚染物質）

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代

表的な食品・飼料汚染物質について理解

していること。

10

毒性物質と毒性発現メカニズム３（環

境汚染物質、農薬、残留性汚染物

質）

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代

表的な環境汚染物質、農薬、残留性汚染

物質について理解していること。

毒性物質の体内動態３（代謝　影響

因子と酵素誘導・阻害）

毒性物質の代謝に関わる様々な要因につ

いて理解していること。
6, 7, 8

毒性物質と毒性発現メカニズム１（医

薬品の副作用）

毒性物質と毒性発現メカニズムのうち、代

表的な医薬品の副作用について理解して

いること。

9

毒性物質の体内動態２　（ 代謝

Phase １, Phse 2）

毒性物質の代謝機序、その特徴について

理解していること。
4, 5

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

毒性学概論
毒性学の役割、毒性学的視点、化学物質

の用量反応関係を理解していること。
1

実際の臨床現場や医療産業の場における毒性学の活用

内分泌かく乱作用を発現する物質の種類や発現機序についての理解

新たな解析手法の毒性学への応用について、多能性幹細胞をもちいた毒性技術の基本原理の理解

新たな解析手法の毒性学への応用について、ゲノム解析技術の基本原理の理解

血液毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

神経毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

免疫毒性を発現する物質の種類や発現機序についての理解

毒性物質の体内動態１（曝露、吸収、

分布、排泄）

毒性物質の種々の曝露、吸収経路とその

特徴、及び毒性物質の体内分布に関わる

要因、分布の特徴、解析方法を理解してい

ること。

2, 3

新たな解析手法の毒性学への応用について、研究調査におけるとバイオインフォティクス活用の理解

毒性学の重要性や、リスク分析学、衛生学との関わりについての理解
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４年次

14 曽根　秀子

15 曽根　秀子

関連授業科目

1. 薬物動態学　　　　2. 医薬品開発概論　　　　3. 薬理学１〜４　　　　4. 機能形態学１・２　　　　5. 基礎統計学       

新規解析手法の毒性学への応用

新たな解析手法の毒性学への応用につい

て、技術の基本原理や研究調査における

問題点と適用範囲について概要を理解し

ていること。

26, 27, 28

総括

毒性学の重要性や、リスク分析学、衛生

学との関わりについて理解するとともに、

実際の臨床現場や医療産業の場で毒性

学がどのように扱われているかを理解して

いること。

29, 30
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４年次



４年次
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４年次



４年次
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４年次



４年次
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４年次



４年次
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４年次

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

回 担当教員

1 望月　直樹

2 望月　直樹

3 望月　直樹

4 望月　直樹

食品安全性学　※

栄養科学イラストレイテッド　食品衛生学：田﨑達明／編（羊土社）

参考文献

｢衛生薬学　健康と環境｣：日本薬学会編　（東京化学同人）

オフィスアワー（授業相談）

必修 薬科学科 ４年次　前期 1 単位

望月　直樹 （教授）

研究室（食品有機化学部門：C42）毎週月曜日16時30分～18時30分

授業形式

Ａ　講義型

評価方法

定期試験(80%)、課題レポート(20%)により評価する

テキスト

学生へのメッセージ

食の安全に関する関心が高まっている現在、食品の安全性に関して、薬学的に正しく理解することは重要であ

る。

授業概要（教育目的・GIO）

現在、食品の安全性に関わる問題が多数存在する。本講義では、食品の安全性について、衛生化学的見地から

概説し、有機化学、生化学の基礎知識と結びつけることで、包括的な理解を深める。更に、食品安全における最

新のトピックスを盛り込み、食品衛生化学の知識を食品安全における実践に繋げる。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。

食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。

代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。

食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

化学物質（重金属、残留農薬など）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説

明できる。

代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品および

予防方法について説明できる。

特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

食品衛生に関する法的規制について説明できる。

食品の安全性（２） 食品添加物 3

食品の安全性（３） 自然毒 7

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

食品の安全性（１） 食品の変質、食品中の発がん性物質 1, 2

食品の安全性（４） 重金属、残留農薬、マイコトキシン 8
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5 望月　直樹

6 望月　直樹

7 望月　直樹

8 望月　直樹

9 望月　直樹

10 望月　直樹

関連授業科目

食品の安全性（６） 細菌性・ウイルス性食中毒 6

食品の安全性（７） 食品安全における最近の話題 4, 6, 7

食品の安全性（５）
特別用途食品、保健機能食品、食品

に関する法規制
4, 5

1. 栄養学　　　　 　2. 食品衛生学　　　　　　　　　　                  

食品の安全性（10） 化学物質による食品汚染 2, 3, 7, 8

食品の安全性（８） 食品安全における最近の話題 4, 6, 7

食品の安全性（9） 食品安全における最近の話題 4, 6, 7
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４年次

番号

1

回 担当教員

1

甲斐　俊次

八木　健一郎

右近　修治

2
池﨑　文也

川嶋　芳枝

3
池﨑　文也

右近　修治

4 池﨑　文也

5

池﨑　文也

八木　健一郎

右近　修治

6 池﨑　文也

7 池﨑　文也

8
池﨑　文也

右近　修治

9 池﨑　文也

10
池﨑　文也

右近　修治
模擬授業 観察・実験の模擬授業の演習①（高等学校） 1

授業方法 理科における観察・実験の演習②（高等学校） 1

模擬授業 観察・実験の模擬授業の演習①（中学校） 1

授業方法 理科における観察・実験の概説 1

授業方法 理科における観察・実験の演習①（中学校） 1

授業研究 ＩＣＴを活用する理科模擬授業の演習①（中学校） 1

授業研究
ＩＣＴを活用する理科模擬授業の演習②（高等学

校）
1

授業方法 理科におけるＩＣＴの活用②（生物、地学） 1

授業研究 ＩＣＴを活用する理科学習の事例研究 1

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

授業方法 理科におけるＩＣＴの活用①（物理、化学） 1

中学校、高等学校の理科の教職に就くために必要な基礎知識と技能の習得

学生へのメッセージ

理科授業を行うための実践的な基礎知識と技能を学んでほしい。

授業概要（教育目的・GIO）

理科の教職に就くために必要な基礎知識と技能を習得することを目的として、理科教育法１、２、３の学修を踏まえ、理

科授業を構築するための指導案の作成と指導と評価にかかわる模擬授業などの実践的な内容の学習を深める。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

講義日の17時まで、図書館棟14階教職課程センターの研究室に気軽に来てください。

授業形式

Ａ　講義型

評価方法

定期試験（70%）、課題レポート等（30%）により総合的に評価する。

テキスト

池﨑　文也（教授）　甲斐　俊次（教授）　八木　健一郎（准教授）　川嶋　芳枝（准教授）　右近　修治（非
常勤講師）

中学校学習指導要領解説理科編、高等学校学習指導要領解説理科編、教科傍用ワークシート（授業で配付）

参考文献

適宜紹介します。

オフィスアワー（授業相談）

選択 薬科学科 ４年次　前期 2 単位

理科教育法４　※
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11 池﨑　文也

12 池﨑　文也

13 池﨑　文也 学習指導案

14 池﨑　文也 学習指導案

15 池﨑　文也

関連授業科目

1. 理科教育法１　　　 　2. 理科教育法２　　　　 　3. 理科教育法３

理科学習指導案の作成②（高等学校） 1

授業方法 理科教育法のまとめ 1

指導と評価 高等学校理科の指導と評価 1

理科学習指導案の作成①（中学校） 1

指導と評価 中学校理科の指導と評価 1
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４年次

番号

1

2

3

4

5

6

7

回 担当教員

1 福田　幸男

2 福田　幸男

3 福田　幸男

4 福田　幸男

5 福田　幸男

保健と安全、特別支援教育 保健と安全、特別支援教育の実際 4

中学校理科の指導の実際１ 中学校理科の指導 5

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

オリエンテーション 実習記録の作成 1

教師の仕事 教師の仕事 2

生徒指導 生徒指導の実際 3

特に指定しない。

参考文献

授業のテーマに即して紹介する。

オフィスアワー（授業相談）

選択 薬科学科 ４年次　集中 1 単位

福田　幸男（教授）

授業形式

Ａ　講義型

評価方法

課題レポート（70%）と授業での討論（30%）を総合して評価する。

テキスト

教育実習研究

図書館棟（14階147）で随時

教育実習を省察する。

学生へのメッセージ

教育実習Ⅰ・Ⅱに先立つ指導と、実施後の振り返りを行う。教職課程の学びを教育実習にいかに活かす

か、さらには教育実習を振り返り、今後の課題考えてもらいたい。

授業概要（教育目的・GIO）

教育実習Ⅰ及びⅡに参加するために、実習前に「教師の仕事」、「児童・生徒指導」、「保健と安全」、「特

別支援教育」、「中学校理科及び高校理科の学習指導の実際」を学び、さらに実習後には、活動を振り返

ると共に学習課題を整理し、今後の学びに繋ぐ。後期の教職実践演習が教職科目のまとめとなる。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

教師の仕事について理解する。

生徒指導について理解する。

保健と安全、特別支援について理解する。

中学校理科の指導について理解する。

高校理科の指導について

実習記録を作成する。



４年次
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6 福田　幸男

7 福田　幸男

8 福田　幸男

9 福田　幸男

10 福田　幸男

授業 1～4

授業 5～8

授業 9～10

関連授業科目

1. 教育実習Ⅰ        2. 教育実習Ⅱ        3. 教職実践演習　　 　

教育実習の課題 課題を特定し、今後の学習に繋ぐ 7

高校理科の指導の実際２ 高校理科の指導案の作成 6

教育実習の省察 教育実習を振り返る 7

4月12日（集中）

教育実習Ⅰ・Ⅱを5月～6月にかけて実施する。

4月14日（集中）

6月30日（集中）

中学校理科の指導の実際２ 中学校理科の指導案作成 5

高校理科の指導の実際１ 高校理科の指導 6
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４年次

番号

1

2

3

4

5

教育実習Ⅰ　※

特に指定しない。

参考文献

学習指導要領

オフィスアワー（授業相談）

選択 薬科学科 ４年次　前期 2 単位

福田　幸男（教授）　梶　輝行（教授）

学生へのメッセージ

教育実習を通して座学では体験できない教育現場の現状、何よりも教師として生徒と向き合い、学習指

導等を通じて教育の本質に迫ってもらいたい。

授業概要（教育目的・GIO）

中・高等学校の理科及び特別活動等に関する学習指導の参観・実習を行うと共に、HR、職員会議、校

務分掌、部活動等に関する実務の参観・実習を行う。これを通して、教員としての服務を理解し、教員と

しての自覚と使命感を高め、自己の課題を明確にする。

学習目標（到達目標・SBOs）

担当教員とは随時、さらに実習校訪問時に対応する。

授業形式

実習

評価方法

実習校における評価を基に総合評価する。

テキスト

内容

実習校の教育計画と教育課程を理解する。

HR経営、校務分掌、職員会議等に関する実務を参観・実習し、教員の服務を理解する。

求められる教師像と教師の役割・使命感を理解する。

実習校での理科の授業参観、指導案の作成、指導、学習評価等の実践的研究を行う。

実習の経験を省察し自らの課題を明らかにする。

・ 教員としての服務の理解と実践

教育実習校で以下のような実習を行う。

・ 実習校の教育計画と教育課程を理解する。

授業計画表

・ 生徒指導の理解と実践

・ 理科および総合的な学習の時間、特別活動等の参観・実習　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 校務分掌、校内研究会、職員会などへの参加

・ 学習指導案の作成、指導技術、学習評価等の実践的研究



４年次
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関連授業科目

1. 教育の心理学        2. 教育方法・技術論        3. 教育実習Ⅱ        4. 教職実践演習                

中学校（1種）及び高等学校（1種）の免許を取得する者は、所定の校種で教育実習Ⅰ及びⅡを必ず履

修すること。高等学校（1種）だけの場合は教育実習Ⅱとなる。
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４年次

番号

1

2

3

4

5

関連授業科目

1. 教育の心理学        2. 教育方法・技術論        3. 教育実習Ⅰ        4. 教職実践演習

・ 生徒指導の理解と実践

・ 理科および総合的な学習の時間、特別活動等の参観・実習　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 校務分掌、校内研究会、職員会などへの参加

・ 学習指導案の作成、指導技術、学習評価等の実践的研究

教育実習校で以下のような実習を行う。

・ 実習校の教育計画と教育課程を理解する。

・ 教員としての服務の理解と実践

学生へのメッセージ

教育実習を通して座学では体験できない教育現場の現状、何よりも教師として生徒と向き合い、学習

指導等を通じて教育の本質に迫ってもらいたい。

授業概要（教育目的・GIO）
中・高等学校の理科及び特別活動等に関する学習指導の参観・実習を行うと共に、HR、職員会議、校

務分掌、部活動等に関する実務の参観・実習を行う。これを通して、教員としての服務を理解し、教員と

しての自覚と使命感を高め、自己の課題を明確にする。

学習目標（到達目標・SBOs）

授業計画表

内容

実習校の教育計画と教育課程を理解する。

HR経営、校務分掌、職員会議等に関する実務を参観・実習し、教員の服務を理解する。

求められる教師像と教師の役割・使命感を理解する。

実習校での理科の授業参観、指導案の作成、指導、学習評価等の実践的研究を行う。

実習の経験を省察し自らの課題を明らかにする。

担当教員とは随時、さらに実習校訪問時に対応する。

授業形式

実習

評価方法

実習校における評価を基に総合評価する。

テキスト

特に指定しない。

参考文献

学習指導要領

オフィスアワー（授業相談）

選択 薬科学科 ４年次　前期 2 単位

福田　幸男（教授）　梶　輝行（教授）

教育実習Ⅱ　※



４年次
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番号

1

2

3

4

回 担当教員

1 福田　幸男　

2 福田　幸男　

3 福田　幸男　

4 池﨑　文也　

教職実践演習　※

特に指定しない。

参考文献

授業のテーマに即して紹介する。

オフィスアワー（授業相談）

選択 薬科学科 ４年次　後期 2 単位

福田　幸男（教授）　池﨑　文也（教授）

図書館棟（14階147）で随時

授業形式

Ａ　講義型

評価方法

授業における討論(60%)及び課題レポート(40%)を総合して評価する。

テキスト

学生へのメッセージ

教職課程の学びの集大成であり、学びの振り返りとともに教職に求められる資質や技能を再確認し、教

育の現場に立つための最終点検として欲しい。

授業概要（教育目的・GIO）

4年間の教職課程の授業科目の履修や教育実習、自主学習などの様々な活動を通して身につけた能

力と技能が、有機的に統合し形成されているかを、教職に関する使命感、責任感、教育的愛情、教員と

しての社会性、コミュニケーション能力、生徒理解や学級経営のあり方の理解、教科指導に関する知識

といった視点から、総合的に振り返る。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

学校教員として求められる教職に関する知識・教養が身につける。

教員の職務を理解し、授業実践と学級経営について考えることができる。

討論や模擬授業等を通して教育に対する見解を伝え、他者の意見を受け止めることができる。

教員としての倫理的役割と責任を認識し、教員として必要な資質を理解する。

教師の職務 討議1：教師の使命や役割 2

教師の職務 討議2：教師の資質や求められる能力 2

授業計画表

項目 内容 学習目標番号

教職教養 教職に関する学びの振り返り 1

学級経営 年間カリキュラム計画と学級経営 2
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４年次

5 池﨑　文也　

6 池﨑　文也　

7 福田　幸男

8 福田　幸男　

9 池﨑　文也

10 池﨑　文也

11 池﨑　文也

12 池﨑　文也

13 池﨑　文也

14 池﨑　文也

15 福田　幸男　

関連授業科目

学級経営
学級経営案作成上の留意点と学習指

導
2

授業実践 学校教育現場での実習・体験と省察１ 2

学級経営
年間カリキュラム作成上の留意点と今

日的課題
2

教科の指導 教科に関する調査研究２ 3

教科の指導 教科に関する調査研究と討議 3

授業実践 学校教育現場での実習・体験と省察２ 2

教科の指導 教科に関する調査研究１ 3

1. 教育実習Ⅰ        2. 教育実習Ⅱ        3. 教育実習研究        4. 教育の心理学        5. 教育方法・技術論               

教科の指導 教科に関する教材や指導法 3

教科の指導 教科に関する学習指導案 3

教科の指導 教科に関する模擬授業 3

教員の倫理 教職に携わる自分像の明確化と自覚化 4




